
（平成24年3月4日） 

   第5回シンポジウム 震災後１年 

   -健康と医療の再生に向けて- 

今後の地域医療の方向性について 
     

 

 

                   南相馬市長 桜井 勝延 



南相馬市のご紹介 

＜住民基本台帳人口＞ 

 Ｈ２３・3・11 Ｈ２４・2・1 

市全体 71,561人 43,484人 
小高区 12,842人 5,021人 

原町区 47,116人 29,102人 

鹿島区 11,603人 9,361人 

市全体 45,411人 

小高区 0人 

原町区 31,953人 

鹿島区 13,458人 

＜居住人口＞ 平成24年2月1日時点 

※住民基本台帳人口と居住人口の差は、震災
後の転入者や他市町村からの避難者数による。 

＜年齢区分＞  

区分 H23・3・11 H24・2･1 対前年比 

0～19歳 13,196 5,168 △ 60.8%  

20～39歳 15,343 7,312 △52.34％ 

40～59歳 18,109 11,943 △34.0％ 

60～79歳 18,667 14,402 △22.8％ 

80歳以上 6,246 4,659 △25.4％ 



医療の現状 

震災前 平成24年３月1日 

病院 診療所 計 病院 診療所 計 

小高区 ２ ７ ９ ０ ０ ０ 

原町区 ５ ２９ ３４ ５ ２５ ３０ 

鹿島区 １ ３ ４ １ ２ ３ 

計 ８ ３９ ４７ ６ ２７ ３３ 

※休診：警戒区域内にある医療機関 

    原町区・鹿島区の場合、小児科標榜診療所など６医療機関 



鹿島区 

原町区 

小高区 

警戒区域 

緊急時避難
準備区域 

市立総合病院 

大町病院 

渡辺病院 

雲雀ヶ丘病院 

市立小高病院 小高赤坂
病院 

小野田病院 

病院位置図 

計
画
的
避
難
区
域 

原発から半径
20Km 

原発から半径
30Km 

鹿島厚生病院 



医療の現状（病院の状況） 
（震災前）  

許可病床 

（平成24年2月1日） 

受入可能病床 

（震災前） 

職員数 

平成24年2月1日 

職員数 

一般 療養 精神 計 一般 療養 精神 計 医師 看護師 医師 看護師 

市立小高病
院 

48 51 99 0 0 0 3 33 0 0 

小高赤坂病
院 

104 104 0 0 2 26 1 23 

市立総合病
院 

230 230 120 120 12 130 10 110 

大町病院 104 84 188 59 0 59 12 39 9 46 

小野田病院 98 101 199 38 38 76 8 78 7 50 

渡辺病院 175 175 0 0 10 78 3 28 

雲雀ヶ丘病
院 

254 254 60 60 4 26 1 24 

鹿島厚生病
院 

40 40 80 80 0 80 3 41 3 51 

計 695 276 358 1,329 297 38 60 395 54 451 34 332 

※医師・看護師数は常勤職員数を記載。 

患者数：入院：震災前 1,067人  H24・2・1 263人  

    外来： 〃  1,350人     〃   851人 

※患者数は８病院の合算値 


